
（該当業務： ）

）

）

② 根拠法令要綱等

(①または②の場合)

平成22年度の実施内容・成果

Ｂ Ｃ

根拠法令要綱等

③

（食生活の改善を必要とする）市民

補助・単独

事業の対象（誰に対して・何に対して）

食生活改善リーダー講習を受講した会員で構成する「西脇市いずみ会」に、以下の内容を委託する。
（委託内容）

・地域における幼児の食育教室
・生活習慣病予防のための調理実習
・地域のイベントにおいて、正しい食生活に関する知識の普及啓発と食を通した交流 など

福祉生活部
総
合
計
画

基 本 政 策

平成25年度

政 策

根拠条例等

千円

市 長 指 示 事 項 等

総事業費 千円 千円

平成22年度の実施内容・計画どおり実施できなかった理由

行動計画掲載

◆◇◆ 事 務 事 業 評 価 票 ◆◇◆

保健事業費

02 保健事業費項

02 国民健康保険特別会計

食育の推進

款 08

01

法令名・根拠条文

目

千円

事業の内容（目的達成のための手段・方法）

以降

展開方針
（年度別の事業内容）

平成22年度

完了予定年度事業開始年度

基
本
事
項

千円 千円

事
務
事
業
の
概
要

03 自立生活を支える健康づくりの推進

平成23年度 平成24年度

01

03

事業の目的（どういう状態にしたいのか）

会計ともに支え合い､笑顔輝くあたたかなまち（健康・子育て・福祉）

課名

健康課

番号 所属長名

仲埜ひろみ

事務事業名 部名

食生活改善指導事業

枝番号

05

財
務
科
目

Ａ

保健衛生普及費

年度

健習発第0715001号H17.7.15通知「地域における健康づくりのための食育の推進について」

昭和４６度・平成元年度 年度未定

確 認 項 目

企画政策課
意 見

施 策

優先度◆◇◆ 総合計画・行動計画 施策シート ◆◇◆

①

根拠条例等

実施形態

正規職員が関与すべき法的義務性

正しい食生活改善知識の普及啓発と食育に対する意識向上の活
動を通じて、住民の健康増進を図る。

西脇市いずみ会委託の場合

国・県の補助金有り 市単独

なし あり

直営 一部委託 その他（補助・負担金全部委託

入札 随意契約（契約先：

① 計画どおり進んでいる。

② おおむね計画どおり進んでいる。

⑤ 完了・達成（計画事業の終了）

③ 着手しているが、計画よりも遅れている

④ 計画どおり着手していない。

総合計画対象事業

市長公約・懸案事項

議会確認事項

Ａ Ｂ Ｃ

新規 継続 単年度

市単費上乗せ

義務実施事業

努力義務実施事業

任意実施事業

経常 臨時

① 計画どおり進んでいる。

② おおむね計画どおり進んでいる。

⑤ 完了・達成（計画事業の終了）

③ 着手しているが、計画よりも遅れている

④ 計画どおり着手していない。

総合計画対象事業

市長公約・懸案事項

議会確認事項

Ａ Ｂ Ｃ
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【１次評価】 評価実施：平成２２年度

【２次評価】 評価実施：平成２２年度

【３次評価】

判
断
理
由

改
善
策

５

判
断
理
由

１事業の必要性

１ 市民ニーズの把握

事業の優先度（緊急性）

判
断
理
由

いずみ会に委託している内容において、県からの受託事業と市の委託事業の区分が不明確であ
る。

また、全部委託しているにもかかわらず、職員所要人員が高いのは問題である。

評価結果

改
善
策

県との役割分担を行い、委託内容を明確にする必要がある。
また、職員所要人員を減らし、全部委託にふさわしい形態となるよう調整を行う必要がある。

54回

評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性）

直接のサービスの相手方
５
１

100.0% 100.0% 100.0%

74.0%

49,848円 58,178円

目標値

単価
達成度

300人
実績値

５
事業の必要性

受益者負担の適切さ

4,037人

達成度
目標値

181人

達成度
目標値
実績値 66回

66回 56回 48回 54回
56回 48回

70,611円
100.0%

38,500円

250人

特定財源

一般財源

50回

11回

100.0% 100.0% 100.0%
271,500円 168,000円

100.0%
299,090円単価

名称

説明

目標値

346,636

人

特定財源 0

一般財源

0

総コスト[(A)+(C)] (D)

活
動
指
標

（
目
標

）

地域での教室の開催回数

会員研修会の開催回数

説明

名称

事業費(決算額) (A)
千円

0

282 1,553

282

0

単位 22年度19年度 20年度

250

0

250

250 250

250

0

250

0 0

250

18年度 21年度

250

事
務
事
業
デ
ー

タ (C) 千円

1,553

(A')事業費(予算額または見込額）

250

2501,215

1,215

0

282

千円 3,290

3,008

3,813

3,008 3,563

0.0%

実績値

18年度

11回 12回 11回
21年度

11回

0 0

11回12回
12回

0.0% 0.0%

22年度20年度

257人
14,675円 10,209円 14,836円

222人
250人300人 250人

５

78.0%

3,500人3,500人

市民ニーズの把握

72.0%

712円

２ 実施主体の妥当性

102.0%

1,387円
85.9%

3,437人
537円

4,000人

５

2,748人
4,800人
4,574人

95.3%

実績値

89.7%

地域での教室の参加人数

84.0%
13,055円

会員研修会の参加人数

達成度

0.08

千円 0

3,258 1,848

一般職員所要人員 (B)

②

説明

名称

説明

成
果
指
標

（
目
標

）

①

282

②

4,500人

814円

252人

単価

名称

単価

0.38 0.38 0.45

633一般人件費[平均給与×(B)]

①

受益者負担額 (E)

受益者負担率[(E)/(D)] (F) ％ 0.0%

0

19年度

11回

総
合
評
価

総
合
評
価

評 価
ポイント

総
合
評
価

評価結果

直接のサービスの相手方

評価結果 今後も、いずみ会に事業委託し、市の栄養改善事業を推進していくことが効果的であると考える。
また、食育推進に伴い、県いずみ会の会員としての活動もあり、これからの活動を維持し、拡充する
には、新規の会員をどのようにして増やしていくかが課題である。

いずみ会の活動を市ホームページ等で広く紹介していく。
すぐに家庭で実践できる調理方法など、わかりやすく、簡単で、かつ最新の情報を行政栄養士と

いずみ会員が連携して地域へ普及啓発を工夫していく。

４
５

実施主体の妥当性

受益者負担の適切さ
３

改
善
策

※H20事業費は、育休代替臨時職員賃金 1,303千円を含む。

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

2/2


